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自己紹介

奥野彰文
おくの あきふみ

ニューラルネット （深層学習） 伝統的な統計学

(DALL-E3によるイメージ図)

博士（情報学）

小サンプル領域での機械学習手法研究

I 統数研・総研大助教 (PI)
I 統計・機械学習の手法開発をしています．
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統計のコミュニティ 6= 機械学習のコミュニティ

統計学 機械学習
小サンプル
単純モデル
精密な理論保証

ビッグデータ
巨大モデル
ラフな理論保証

大規模言語モデル (LLM)，
深層学習 (Deep Learning), …

線形回帰モデル，
信頼度評価，漸近正規性，…

実は溝がある

I 実は違うコミュニティ：統計学会/IBIS/人工知能学会/情報処理学会, 等...
I （私は両方に所属している少数派です）
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統計数理研究所とは

I 統計数理の研究所です（自明）

I 統計に関わる数理や，その応用に関する大学共同利用機関です．
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